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ブ
ラ
ー
・
｝
は
爵
旨
ぎ
訟
に
於
て
、
造
物
者
が
登
世
界
を
造
ム
生
命
を
隈
な
く
透
徹
せ
し
あ
π
る
後
、

恒
久
の
像
の
形
成
に
就
き
沈
思
し
遽
に
時
間
を
造
ウ
、
之
と
三
面
に
其
の
部
分
π
る
日
時
、
歳
月
唱

竜
造
ら
れ
翼
と
乙
O
羨
O
ま
℃
貯
黛
鯉
ψ
妻
簿
G
q
き
σ
q
①
σ
q
9
ま
喜
毎
μ
9
同
暮
雲
ご
①
口
（
写
虫
垂
一
日
σ
Q
Φ
営
為
旦
聲
旨
曾
島
章

　
豊
海
M
㊦
置
ピ
障
七
島
鶏
d
5
、
段
σ
Q
ぎ
駐
菌
◎
｝
涛
Φ
客
蚤
⑳
＄
夢
；
①
F
d
δ
器
㌍
骨
湯
≦
二
業
。
鍵
Φ
凶
¢
登
彰
胸
飾
霧
砦
σ
q
δ
帥
。
げ
弓
曽
σ
Q
ρ

　
賢
○
嚢
8
毎
乙
蜜
ξ
。
夢
一
重
一
器
日
亀
。
σ
⇒
＄
。
ぎ
験
浮
ぞ
蓼
酢
旦
と
蓮
べ
て
居
る
が
、
こ
の
疇
問
の
意
昧
は
色
々

に
解
繹
が
幽
凍
る
で
あ
ら
う
が
、
兎
も
角
興
昧
あ
る
表
現
で
あ
る
。

、
常
識
で
は
二
時
、
歳
月
は
時
間
の
一
部
で
あ
ウ
、
時
問
は
天
禮
の
恒
久
の
二
丁
に
於
て
思
考
せ
ら

れ
、
吾
人
の
外
に
在
る
の
で
あ
ら
う
が
、
其
の
翼
想
に
於
て
は
、
却
っ
て
時
問
は
吾
人
の
心
の
内
に
あ

っ
て
、
外
界
の
浬
動
は
時
聞
測
定
の
手
段
に
過
ぎ
凍
い
。
今
假
に
吾
入
が
雲
斎
正
し
き
蓮
動
の
系

列
よ
・
9
成
る
乙
の
世
界
を
離
れ
た
と
す
る
竜
、
吾
人
の
意
識
に
観
念
の
起
去
摩
黒
し
、
緊
張
弛
緩
の

藏
寸
言
は
威
魔
の
潰
滅
せ
ざ
る
貰
う
、
晴
問
の
観
念
は
猶
明
に
吾
人
の
意
識
に
存
す
る
の
で
あ
る
。



　
　
而
し
て
此
の
時
問
は
親
王
威
情
の
進
行
と
其
の
経
過
を
共
に
し
．
時
に
は
光
陰
矢
の
如
く
、
時
に
は

　
　
一
旨
千
秋
の
思
ひ
竜
あ
る
。
こ
の
光
陰
矢
の
如
き
域
じ
、
一
日
千
秋
の
思
ひ
は
堂
守
の
客
親
的
標

　
準
に
依
っ
て
測
っ
た
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
内
的
標
準
に
依
っ
て
客
観
的
時
期
を
測
っ
て
居
る
の
で

　
あ
る
。
我
々
は
之
の
客
笹
野
蒔
聞
を
有
せ
ざ
る
以
前
に
巳
に
主
観
的
時
間
を
有
し
、
客
観
的
時
間

　
漁
定
の
機
械
を
登
明
せ
ぎ
る
以
・
前
に
已
に
時
間
測
定
の
盧
然
の
尺
度
（
塁
野
島
。
げ
Φ
冒
器
・
，
伽
霧
鵠
Φ
一
け
）
を

　
有
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
若
し
こ
の
自
然
の
尺
度
が
な
か
つ
禿
な
ら
ば
、
ヴ
ン
ト
の
云
ふ
如
く
時

　
’
問
測
定
の
理
念
す
ら
生
ぜ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
、
（
d
δ
剴
Φ
Φ
①
二
時
N
Φ
貯
昌
霧
・
，
諺
σ
q
譲
μ
乙
①
幽
触
二
回
霧
巳
o
B
瀞
『

　
霞
算
Φ
冨
謬
ま
髭
窪
）
（
二
」
一
五
七
買
）
と
、
思
は
れ
る
。

　
　
乙
の
吾
人
の
内
に
あ
る
圭
観
的
時
問
其
の
者
は
心
理
學
的
に
は
一
種
の
心
的
現
象
で
あ
づ
、
叉

　
其
の
時
間
の
測
定
の
自
然
の
尺
度
竜
叉
嚇
種
の
心
的
現
象
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
こ
の
主
観
的
時
問

　
及
び
其
の
臼
然
の
尺
度
は
、
心
理
學
的
に
は
如
何
な
る
種
類
の
精
聯
現
象
で
あ
る
か
。
之
を
形
成

　
す
る
要
素
は
何
で
あ
る
か
。
そ
の
要
素
が
如
何
な
る
結
合
作
用
に
戴
き
、
如
何
に
結
合
せ
ら
れ
て

　
愈
愈
的
時
間
を
購
成
す
る
か
。
他
の
精
密
現
象
と
如
何
な
る
織
で
異
っ
て
居
る
で
あ
ら
う
か
。

　
主
観
的
時
間
測
定
の
肖
然
の
尺
度
は
恒
常
で
あ
る
か
、
愛
化
す
る
か
。
其
の
恒
常
を
保
ち
墾
化
を

踵
起
す
は
何
に
基
く
か
。
余
は
此
等
の
問
題
が
個
人
心
理
學
伽
時
間
に
關
す
6
中
心
問
題
で
あ
軌

　
　
　
　
　
心
理
學
と
客
親
的
方
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ニ
ニ

捌
實
験
心
理
學
者
が
眞
に
単
寧
現
象
が
客
観
的
方
法
で
研
究
出
繰
る
と
思
ふ
な
ら
ば
、
此
等
を
研
究

1

　
す
る
に
從
來
の
軍
な
る
観
察
叉
は
、
思
索
を
棄
て
、
、
翼
の
實
験
的
研
究
方
法
を
適
用
す
べ
き
で
は

　
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
然
る
に
初
期
の
實
験
心
理
學
者
の
所
謂
精
紳
の
蒋
間
的
研
究

　
と
云
へ
ば
、
精
紳
の
客
観
的
時
間
を
其
の
客
観
的
標
準
に
よ
っ
て
測
定
し
た
こ
と
は
、
前
號
に
詳
は

　
し
く
述
べ
た
蓮
ウ
で
あ
る
。
　
然
ら
ば
糟
紳
の
客
選
的
時
間
の
測
定
は
如
何
な
る
動
機
に
よ
っ
て

　
始
あ
ら
れ
π
で
あ
ら
う
か
。

　
　
ヴ
ン
ト
の
云
ふ
如
く
、
人
が
杜
器
質
生
活
を
促
す
に
當
ウ
て
極
め
て
重
婁
な
る
要
素
は
、
時
問
尺

　
度
の
同
一
（
2
①
§
旨
Φ
騨
島
Φ
ω
箇
Φ
饗
量
器
ω
Φ
ω
）
で
あ
る
。
然
る
に
貸
入
の
本
褒
有
す
る
自
然
の
尺
度
は
、
内

　
。
外
の
條
件
に
從
ひ
絶
え
ず
墾
化
す
る
か
ら
、
客
亭
的
標
準
と
爲
す
≧
と
が
出
來
な
い
。
　
そ
こ
で
入

　
は
遽
に
外
界
の
均
一
な
る
蓮
動
の
概
念
に
指
導
せ
ら
れ
て
時
計
を
登
明
し
た
。
　
一
度
時
計
が
登

　
明
せ
ち
れ
る
と
、
人
は
之
を
使
用
し
て
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
客
槻
的
時
問
の
測
定
を
企
て
る
。
之
れ

　
が
豪
然
科
學
に
於
け
る
時
間
的
研
究
の
濫
鵬
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
實
駐
心
理
學
竜
自
然
科
學

　
者
と
同
一
の
意
味
に
於
て
精
紳
の
客
観
的
時
間
を
測
定
し
π
の
で
あ
ら
う
か
。
或
は
叉
他
の
目

　
的
を
達
す
る
手
段
と
し
て
之
を
試
み
控
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　
精
紳
の
時
間
的
研
究
の
具
盤
的
起
源
を
求
む
れ
蔵
、
十
八
世
紀
宋
に
ま
で
湖
ら
な
4
こ
口
争
な
ら
な
鉛
。
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2
0
ち
一
七
九
五
年
に
英
國
グ
リ
置
ン
ウ
ツ
チ
の
天
文
學
者
マ
ス
ク
ラ
イ
ン
（
窺
羨
犀
。
落
旨
Φ
）
が
、
彼
の
助
手
で
あ

っ
た
ド
ク
ト
ル
、
キ
ン
ネ
ブ
ロ
ッ
ク
（
O
肖
・
國
ぎ
昌
①
ご
H
o
o
扁
（
）
を
突
然
解
雇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
一
つ
の
悲

し
む
べ
き
箏
｛
貫
が
起
っ
た
。
　
こ
の
キ
ン
ネ
ブ
ロ
ッ
ク
は
從
來
趣
め
．
て
酬
螂
き
丁
丁
現
象
の
劔
…
察
潜
で
あ
っ

た
が
、
一
七
“
九
五
年
の
秋
頃
に
至
り
て
氏
は
マ
ス
ク
ラ
イ
ン
よ
り
も
約
○
、
五
秒
だ
け
槻
察
が
邊
れ
綴
し
た
。

そ
し
て
興
の
翌
年
に
は
下
馬
の
差
が
○
、
八
秒
に
嬢
蜘
し
た
。
　
ζ
れ
ぶ
實
に
其
の
解
雇
の
原
因
で
あ
蓼
、
又

之
が
鵜
脚
の
時
間
的
瀾
定
の
起
燭
と
な
っ
た
。

　
こ
の
時
の
半
弓
的
な
星
の
陣
中
の
時
問
を
測
定
す
る
方
法
は
通
｝
常
の
も
の
と
墾
ら
な
か
っ
た
。
　
即
ち

槻
察
者
は
望
四
鏡
に
よ
り
て
星
の
爾
今
を
親
察
…
し
て
居
る
と
、
振
子
の
暑
が
聞
え
る
。
次
ぎ
に
星
が
漸
・
次
盟

押
回
の
観
野
内
に
雀
る
糸
に
接
近
し
て
來
る
。
　
か
く
し
て
星
が
未
だ
糸
を
輕
魎
し
な
い
葡
の
最
後
の
振

子
の
晋
を
開
い
た
瞬
閥
に
、
親
察
者
は
、
其
の
星
が
糸
か
ら
ど
の
位
隔
っ
て
居
た
か
を
糊
察
す
る
の
σ
あ
る
。

次
ぎ
に
幽
思
の
糸
を
星
が
経
過
し
て
初
め
て
最
初
の
振
子
の
普
を
聞
い
た
膝
の
星
の
位
羅
は
、
糸
か
ら
ど

れ
だ
け
（
蘭
と
は
「
撃
退
の
h
方
向
に
於
て
）
離
れ
て
厨
る
か
を
鐵
測
す
る
の
「
で
あ
る
。
　
か
く
し
て
糸
の
蔚
後
の

星
の
位
置
か
ら
、
星
の
…
連
行
の
蓮
度
が
十
分
の
一
秒
の
…
単
位
で
測
定
が
禺
選
る
。

　
マ
　
ス
ク
ラ
イ
ン
は
、
か
．
く
の
如
き
方
法
で
脳
髄
現
象
を
槻
察
す
る
勘
合
に
獲
て
、
氏
の
助
手
は
氏
よ
り
も

掘
察
が
逞
い
か
ら
、
最
早
其
の
任
に
弁
え
な
い
も
の
と
し
て
淫
に
解
雇
し
た
。
　
（
鑓
霧
雪
信
琴
”
誤
d
コ
記
Φ
口
塗
u
Q
器
①
困
マ

峯
．
号
げ
①
犀
禦
Φ
弓
弾
ジ
．
簿
艮
ρ
H
“
O
駅
．
簡
明
接
引
用
）
そ
し
て
こ
の
譲
件
が
個
人
方
程
式
の
嚢
見
（
麟
β
け
（
ざ
。
犀
潟
鐸
σ
q
山
霞
同
、
O
塁
O
目
嵩
。
げ
O
昌
Q
ド
ざ
｝
∀

ゴ
d
σ
身
）
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

　
鼓
に
於
て
著
名
な
る
気
丈
學
者
ペ
ツ
セ
ル
（
切
霧
訟
色
）
は
、
グ
リ
董
ン
ウ
ツ
チ
天
文
甕
の
こ
の
報
告
に
よ
つ

て
興
昧
を
起
し
、
こ
の
員
測
の
時
誓
諺
の
差
異
を
詳
細
に
研
究
し
趣
に
偶
入
方
程
式
を
獲
冤
す
る
に
四
つ
た
。
覧

ベ
ッ
セ
ル
の
研
究
・
万
法
は
合
一
の
主
要
な
る
鋤
に
於
て
上
に
記
し
た
方
法
と
蟹
田
で
あ
っ
、
た
。
ρ
そ
し
て
其

　
　
　
心
理
學
と
客
魏
…
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
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一
一
四

の
結
果
驚
く
可
き
事
實
を
二
見
し
た
。
　
即
ち
ペ
ツ
セ
ル
は
氏
の
同
僚
よ
り
も
早
く
槻
察
す
る
を
常
と
し
、

其
の
最
も
顯
著
な
る
揚
合
に
あ
り
て
は
、
他
の
被
瞼
者
ア
ル
ゲ
ラ
ン
デ
ル
（
臣
轟
Φ
野
口
譜
禽
）
よ
り
も
約
一
、
ニ
ニ
秒
。

速
く
掘
察
し
た
。
　
又
彼
は
こ
の
差
異
が
年
齢
に
艇
…
じ
如
何
に
愛
化
す
る
か
を
研
究
し
、
其
の
績
果
よ
り
偲

人
方
程
式
を
次
ぎ
の
如
く
に
算
出
し
た
。
、

　
　
　
　
　
　
　
撃
は
盆
　
聾
讐
く
㊦
i
廓
Φ
器
鶏
　
目
Q
’
O
窮

　
　
　
　
　
　
　
回
o
o
錘
爲
　
　
強
　
　
馬
　
　
H
g
G
Q
O

　
　
　
　
　
　
　
H
Q
◎
器
黄
　
　
、
　
　
穐
　
　
駐
H
b
ゐ
コ

　
　
　
　
　
　
　
H
g
o
G
o
恥
歯
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
両
　
　
　
　
　
一
二
O
縞
刈
　
　
　
（
コ
一
」
六
〇
三
百
ハ
）

　
こ
の
蔚
数
の
野
田
を
賓
例
に
よ
っ
て
設
概
し
て
見
る
と
、
傍
へ
ば
一
八
三
四
年
に
シ
ユ
ト
ル
韮
ヴ
が
あ
る

星
の
子
午
〃
線
麗
過
を
午
・
前
腎
蒔
．
に
認
た
と
す
れ
ば
、
ペ
ツ
セ
ル
は
其
の
星
を
午
前
八
時
よ
り
も
約
○
、
七
七

秒
だ
け
早
く
認
め
る
の
で
あ
る
。
　
勿
論
こ
の
数
は
多
敷
の
測
定
の
田
均
で
あ
る
。
　
堕
し
て
天
文
墨
の
報

告
に
於
て
掴
入
的
錯
誤
（
M
｝
①
吋
肋
α
H
昌
帥
O
げ
O
一
閣
Φ
げ
一
〇
閥
）
を
方
程
式
に
よ
り
て
示
さ
ん
が
潅
め
に
、
個
人
方
程
式
（
団
㊦
騒
α
巳
ざ
冨

Φ
§
。
げ
琶
σ
。
）
な
る
名
告
が
初
め
て
作
ら
れ
た
。
　
（
尉
Φ
囮
。
・
Φ
ど
図
9
奮
ぴ
。
お
厚
切
8
ぎ
。
馨
冒
σ
q
葺
き
葺
く
出
H
』
。
。
鐸
琶
画
図
図
。
閣
接

引
用
）
ペ
ツ
セ
．
ル
が
個
人
酌
舘
…
講
…
を
確
定
し
た
以
下
、
多
撒
の
天
・
叉
學
者
は
囲
一
種
の
測
定
を
単
行
四
し
、
自
己
の

天
出
超
上
の
予
察
を
他
に
国
用
す
る
に
欝
り
先
づ
、
そ
れ
を
佃
人
方
程
式
に
よ
り
て
訂
正
・
ア
る
襟
に
な
っ

て
來
た
。
　
か
く
し
て
天
眼
風
上
の
魏
察
が
一
贋
確
實
と
な
っ
て
來
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
八
四
二
年
に
歪
り
て
は
、
ア
ラ
ゴ
ウ
（
餅
罫
σ
q
o
）
が
時
趾
仕
掛
に
て
時
閣
下
を
描
き
、
こ
の
人
的
誤

差
を
全
然
除
去
せ
ん
と
試
み
た
が
．
二
十
分
の
婦
秒
以
下
に
減
少
せ
し
む
る
こ
と
は
働
事
な
か
っ
た
。
　
一

八
五
一
年
に
至
り
て
ボ
｝
ル
r
（
頃
。
監
）
は
贈
無
仕
毯
の
記
蓮
法
に
量
り
て
、
掴
人
差
を
百
分
の
一
秒
窪
で
繍

少
せ
し
め
得
た
。



　
　
此
等
の
天
文
學
者
は
人
的
誤
差
の
測
定
に
熱
中
し
尤
が
、
其
の
動
機
は
人
的
誤
差
の
眞
の
原
因

　
の
討
究
に
あ
ら
ず
し
て
客
観
的
條
件
．
の
改
良
に
依
釦
其
の
誤
差
を
除
去
せ
ん
と
欲
し
た
鮎
に
あ

　
る
。
け
れ
ど
も
如
何
に
工
夫
し
て
客
槻
的
條
件
を
改
良
す
る
も
、
其
の
全
部
を
除
去
す
乃
乙
と
に
・

　
は
、
途
に
成
功
し
な
か
つ
だ
。
そ
乙
で
誤
差
の
原
因
を
鳶
凧
的
方
面
に
求
め
、
主
観
的
條
件
の
改
良

　
に
よ
っ
て
、
之
を
除
去
せ
ん
と
の
企
圖
が
生
じ
て
來
た
。
　
一
八
五
八
年
に
至
う
ブ
ラ
ズ
屯
ウ
ス
キ
璽

　
及
び
ハ
ル
ト
マ
ソ
烏
窮
§
o
蓄
鷺
β
婦
猛
国
髭
．
9
自
白
）
は
五
二
の
練
墨
に
よ
ム
て
、
こ
の
誤
差
を
撃
滅
せ
し

　
め
ん
と
試
み
る
に
至
つ
尤
。

　
　
七
ル
シ
ュ
（
毒
言
じ
も
ハ
〃
ト
マ
ソ
と
同
母
の
目
的
を
以
て
、
観
察
の
練
習
に
全
力
を
注
ぎ
其
誤

　
差
の
浴
滅
に
努
め
カ
が
逡
に
不
威
功
に
絡
つ
π
。
氏
の
結
果
に
よ
る
と
人
的
誤
差
は
全
然
除
去

　
し
難
き
の
み
な
ら
ず
、
又
之
を
恒
常
に
保
つ
れ
ヒ
ど
す
ら
む
つ
か
し
い
。
常
に
○
、
○
＝
二
秒
乃
至

　
○
、
三
六
二
秒
の
大
な
る
動
揺
あ
る
こ
と
を
登
塾
し
π
。
　
ブ
ラ
ズ
モ
ウ
ス
キ
「
、
ハ
ル
浄
マ
ン
、
ヒ
，
戸

　
シ
ユ
等
の
研
究
は
、
其
の
本
來
の
目
的
攣
る
天
丈
挙
上
の
要
求
を
充
す
こ
と
は
出
來
な
か
つ
把
が
、

　
然
し
人
的
誤
差
の
問
題
の
内
部
的
雑
件
に
留
意
し
精
興
的
方
面
よ
り
乙
の
誤
差
を
除
去
せ
ん
と

　
試
み
箆
の
は
、
本
問
題
を
し
て
、
從
來
の
客
観
的
な
る
も
の
よ
ウ
、
心
理
學
的
な
る
竜
の
へ
の
過
渡
段

蹄
楷
を
作
つ
π
竜
の
で
あ
る
。
　
。

　
　
　
　
　
心
理
墨
と
客
棚
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
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脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
山
ハ

“
ザ
ン
ト
は
此
等
の
天
文
面
心
の
磯
見
し
た
個
人
差
の
問
題
に
心
理
學
蘭
興
味
を
威
じ
、
此
等
の

天
心
論
者
の
使
用
し
カ
る
方
法
を
改
良
し
て
研
究
を
行
ひ
、
之
に
依
っ
て
心
理
學
の
實
験
的
研
究
■

法
を
創
設
せ
ん
と
努
力
し
π
。
こ
の
努
力
は
一
八
六
二
年
の
舶
大
論
文
（
コ
一
ご
）
に
見
る
こ
と
が
出

來
る
。

　
ザ
ン
辱
は
個
人
差
の
事
實
（
目
・
量
邑
δ
鳥
霧
娼
霧
曾
露
◎
冨
口
目
留
器
冒
）
は
観
念
及
び
患
考
作
用
の
経

遇
と
結
合
せ
る
あ
る
一
定
の
時
量
的
尺
度
（
Φ
診
ぴ
①
・
。
薄
目
艮
①
ω
N
Φ
竈
一
病
Φ
ω
直
轄
訟
）
と
密
接
な
忌
門
係
の
存

す
る
≧
と
を
認
め
、
最
も
輩
桶
な
る
形
式
の
下
に
於
て
乙
の
時
間
的
尺
度
を
實
駿
に
よ
っ
て
精
密

に
測
定
し
π
。
・
即
ち
氏
億
二
の
異
な
る
槻
念
（
聴
畳
観
．
念
、
親
鳥
観
念
）
を
接
近
し
て
生
起
ぜ
t
め
、
其

の
齪
念
の
経
過
の
遽
度
を
測
定
し
て
雫
均
八
分
の
一
秒
な
る
儂
を
得
だ
。
ヴ
ン
塾
は
こ
の
時
間

は
草
葺
観
念
と
親
骨
観
念
と
の
問
を
経
過
す
る
時
問
で
あ
る
（
国
Φ
詳
N
乱
の
魯
震
Q
。
ま
ビ
甲
琶
自
O
①
。
。
芭
H
。
・
マ

。
謎
島
町
ご
σ
q
＜
Φ
茜
9
け
）
と
爲
し
、
か
っ
こ
れ
は
常
に
ロ
ン
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
と
云
っ
て
居
る
。
乙
の
八

分
め
一
秒
は
槻
点
者
が
二
つ
の
異
る
観
念
の
、
生
起
を
観
察
す
る
時
時
と
し
て
は
先
に
営
所
を
見

次
ぎ
に
音
を
聴
き
、
叉
時
に
は
先
に
音
を
聞
き
次
ぎ
に
揚
所
を
見
る
際
の
時
問
の
差
で
あ
る
。
か

く
し
て
ヴ
ン
ト
は
観
念
の
進
行
の
濁
度
を
測
定
す
る
事
に
成
功
し
だ
の
で
あ
る
、
（
「
三
．
㎜
図
図
く
日
買
）
。
從

來
多
く
の
天
文
學
者
は
個
人
差
の
研
究
拠
洩
蒸
し
π
け
れ
ど
竜
．
観
念
進
行
の
蓮
度
を
測
定
せ
ん

診



　
と
す
る
心
理
學
的
興
味
に
は
達
せ
な
か
つ
把
。
．
ヴ
ン
ト
は
天
交
學
的
な
る
竜
の
を
逮
に
心
理
學

　
的
方
向
に
蒋
向
せ
し
め
尤
。

　
　
け
れ
ど
蔦
、
ヅ
ン
ト
の
測
定
し
た
時
間
は
主
観
的
時
間
で
ば
な
く
し
て
、
意
識
と
は
直
接
の
關
係

　
，
を
有
せ
な
い
客
観
的
時
間
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
、
内
観
に
よ
ら
ず
し
て
客
槻
的
に
測
定
し
得
ら
る

　
る
竜
の
で
あ
る
。
こ
、
の
客
槻
再
築
聞
が
明
に
な
っ
て
竜
、
或
は
な
ら
な
く
と
も
意
識
的
事
實
の
閲

　
明
と
は
直
捗
の
關
係
の
無
い
も
の
で
は
あ
る
嚢
い
か
。
・
余
は
之
を
疑
ふ
竜
の
で
あ
る
。
若
し
之

　
に
よ
ウ
て
意
識
的
事
實
に
關
す
る
何
等
か
の
知
識
を
得
又
は
何
等
か
の
襯
見
を
爲
し
得
な
い
な

　
ら
ば
、
余
の
灰
謂
個
人
心
理
學
か
ら
見
れ
ば
、
単
な
る
便
値
あ
る
竜
の
と
は
云
ば
れ
．
な
い
－
で
ば
あ
る

　
懐
い
か
。
然
し
な
が
ら
が
ン
ト
は
観
念
作
用
の
輝
度
に
關
す
る
こ
の
研
究
を
、
純
心
理
學
的
と
名

　
け
得
ら
る
＼
で
あ
ら
う
と
思
ふ
と
云
っ
て
居
る
．
（
H
魯
σ
q
貯
旨
Φ
象
Φ
器
d
馨
。
尾
。
。
き
げ
§
◎
q
⇔
ぴ
母
毎
。
Q
塁
魯
孟
二
↑

　
σ
q
ざ
凄
測
Φ
。
・
＜
o
議
δ
｝
ぽ
屡
。
圃
β
。
暁
。
首
唱
塁
。
ぎ
δ
G
Q
謎
。
｝
δ
じ
。
巨
Φ
ロ
N
嵩
価
守
旧
魯
）
（
コ
一
こ
異
質
．
鰹
瓦
）
が
、
こ
れ
は
如
何
な
る
・
理
由

　
で
純
心
理
學
的
と
云
ひ
得
る
の
で
あ
ら
う
か
。

　
　
．
ヴ
ン
ト
、
は
之
に
答
へ
て
『
假
令
ひ
こ
の
研
究
の
際
に
威
官
の
興
奮
を
使
用
は
す
る
け
れ
ど
も
，
こ

　
は
決
し
て
ζ
の
研
究
の
本
質
的
な
竜
の
で
は
な
い
、
軍
に
實
瞼
の
補
助
手
段
に
用
ゆ
る
に
過
ぎ
な

蜥．

｢
。
・
・
晒
し
｛
φ
外
的
興
奮
と
は
全
然
無
機
係
悪
念
作
用
及
慧
考
作
用
が
攣
の
驚
に

　
　
　
　
　
．
心
、
漣
學
と
客
魏
的
・
方
法
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
・
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一
哺
八

娚
準
ひ
同
一
の
時
間
的
尺
度
に
二
っ
て
起
っ
て
居
る
と
い
ム
こ
と
は
毫
も
疑
ふ
こ
と
が
出
來
な
い
、

1　
（
。
ぴ
◎
q
§
。
｝
乙
口
器
馨
基
σ
q
毎
σ
Q
Φ
器
凶
巳
霞
幕
＾
Φ
9
署
Φ
α
Q
。
・
幽
器
白
①
5
。
窪
酔
ξ
・
ρ
麹
・
凶
Φ
。
。
団
巳
箋
；
謝
Φ
砦
巴
墓
暮
Φ
ま
切
詐
一
励
甲

　
唐
詳
邑
び
魯
5
、
回
雪
ヨ
且
Φ
。
・
蓉
巳
。
客
弩
び
Φ
署
Φ
嵌
亘
幽
器
ω
号
。
・
〈
○
雄
自
Φ
口
自
画
Φ
碁
忌
門
Φ
σ
Q
琶
α
q
Φ
・
ぐ
＆
。
。
五
器
飼
毒
診
墨
午

　
α
Q
凶
σ
。
⑦
＜
。
藁
苞
露
言
創
d
①
爵
の
三
舞
｝
乙
①
血
塗
ぴ
曾
Q
Φ
豊
凶
Φ
じ
言
白
雪
自
Φ
墓
Φ
窪
Φ
じ
N
曾
け
ぎ
げ
自
陣
塗
Φ
巴
。
亜
・
）
（
「
三
」
轟
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
＜
H
【
黄
）
と
云
っ
て
居
る
。
　
即
ち
ヴ
ン
ト
の
初
期
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
實
験
の
際
に
用
ゆ
る
刺
戟
及
び

　
こ
の
刺
戟
か
ら
喚
起
せ
ら
れ
た
警
官
興
奮
は
心
理
學
の
封
象
で
も
な
く
、
又
之
を
喚
起
し
之
を
観

　
察
す
る
の
が
心
理
學
的
研
究
の
伽
銘
≦
。
・
・
西
岳
魯
Φ
な
竜
の
で
竜
な
い
。
　
此
等
の
刺
戟
、
此
等
の
興
奮

　
は
軍
に
①
砦
Φ
託
琶
Φ
客
亀
Φ
均
⇔
募
ヨ
三
巴
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
外
部
の
刺
戟
叉
は
威
宮
興
奮
を
補
助
手

　
段
に
用
ひ
尤
か
ら
と
云
っ
て
、
之
れ
が
心
理
學
的
研
究
に
成
う
得
な
い
と
云
ム
理
由
は
毫
末
も
な

　
い
と
、
滑
極
的
方
面
か
ら
か
＼
る
研
究
が
心
理
學
的
研
究
と
成
う
得
る
可
能
性
を
主
張
し
て
居
る
。

　
　
ヴ
ン
ト
の
ζ
の
主
張
は
初
期
よ
う
後
年
に
至
る
嚢
で
少
し
の
二
更
込
見
な
い
。
常
に
か
く
の
．

　
如
く
論
じ
て
、
心
理
學
の
研
究
補
導
は
刺
戟
や
威
官
の
興
奮
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
極
力
論
定
し
て
、

　
精
農
物
理
學
的
唯
物
論
の
心
理
學
に
反
抗
し
が
ら
、
前
に
述
べ
だ
る
如
き
研
究
の
心
理
學
的
な
る

　
乙
と
を
明
に
せ
ん
と
努
力
し
て
居
る
。
け
れ
ど
竜
乙
れ
だ
け
で
は
、
未
だ
積
極
的
に
純
心
理
學
的

　
と
は
云
へ
な
い
。
　
そ
れ
で
ヴ
ソ
ト
は
こ
の
研
究
の
結
果
た
る
八
分
の
一
秒
の
恒
常
の
憤
を
以
て
、



　
外
的
興
奮
と
は
全
然
猫
立
な
観
念
叉
は
思
考
の
作
用
が
、
自
ら
働
く
時
に
．
必
ず
之
に
随
は
ね
ば
な

　
ら
ぬ
O
Φ
。
・
①
墓
を
示
す
も
の
と
解
恥
し
、
此
の
織
に
於
て
心
理
學
的
童
義
を
認
め
、
以
て
．
ζ
の
研
究
を

　
　
話
甘
Φ
切
昌
魯
。
δ
α
q
剛
。
・
魯
Φ
と
考
へ
て
居
る
。
　
ヴ
ン
ト
の
患
号
す
．
る
如
く
、
精
紳
の
客
観
的
時
間
を
客
観

　
的
に
測
定
し
た
結
果
が
常
に
コ
ス
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
精
紳
は
こ
の
蒔
問
的
尺
度
な
る
一
種

　
の
法
則
に
準
っ
て
生
起
滑
長
ず
る
竜
の
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
な
ら
［
ぱ
、
臨
幸
に
掲
げ
だ
各
種
の
精

　
瀞
過
程
に
要
す
る
時
間
の
確
定
か
ら
も
、
之
と
同
種
の
法
則
を
豫
定
す
る
こ
と
が
出
撃
る
で
あ
ら

　
う
。
從
っ
て
継
べ
て
此
等
一
切
の
糟
紳
の
時
問
的
測
定
か
ら
、
か
、
る
意
義
の
法
則
を
螢
要
し
得

　
ら
る
＼
で
あ
ら
う
か
ら
、
此
等
の
研
究
は
何
れ
込
琶
窪
を
同
魯
。
剛
。
σ
Q
凶
ω
。
圏
δ
d
胤
Φ
話
ぎ
げ
毒
σ
q
と
云
ひ
得
る
で

　
あ
ら
う
。

　
　
け
れ
ど
も
問
題
は
此
の
鮎
に
潜
ん
で
居
る
様
に
思
は
れ
る
。
八
分
の
嚇
秒
な
る
時
問
は
内
観

　
に
現
れ
た
も
の
で
は
な
い
、
純
客
観
的
な
債
で
あ
る
。
此
．
の
債
が
如
何
に
し
て
内
観
細
事
實
た
る

　
く
。
翼
亀
窪
琶
自
U
①
鼠
魯
と
關
係
し
て
心
理
學
的
法
則
と
な
わ
得
る
の
で
あ
ら
う
か
。
吾
々
は
か
、

　
る
客
観
的
結
果
の
暗
示
㌦
に
基
き
、
更
に
内
観
を
精
密
に
す
る
時
は
、
聴
、
親
爾
観
念
の
問
に
主
観
的
時

　
間
を
観
察
す
る
こ
と
が
出
來
、
叉
あ
る
揚
合
に
は
こ
の
主
観
的
時
間
の
比
較
的
の
量
的
評
債
も
爲

細
し
得
る
の
で
あ
ら
う
が
、
塾
し
こ
の
圭
観
的
時
間
並
に
其
の
量
的
量
販
と
、
先
に
測
定
せ
ら
れ
尤
る

　
　
　
　
　
心
理
學
と
客
槻
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一
九
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一
二
〇

八
分
の
一
秒
置
は
質
的
に
全
然
異
つ
だ
竜
の
で
あ
る
。
ヴ
シ
ト
は
こ
の
八
分
野
一
秒
を
以
て
、
或

は
こ
の
主
観
的
時
聞
の
精
密
な
る
評
償
と
考
へ
て
居
つ
π
の
か
も
知
れ
な
い
。
氏
は
一
八
八
五

年
に
出
版
し
た
寡
器
脳
中
の
論
交
に
於
て
、
時
間
の
主
観
的
評
債
は
精
確
で
な
い
か
ら
、
時
計
が
駿

明
せ
ら
る
、
と
・
心
理
學
者
に
精
…
瀞
作
用
の
明
解
的
測
定
な
る
β
㊦
二
Φ
蚕
蛾
σ
q
忠
⑦
が
輿
へ
ら
る
＼
と
云

つ
．
て
居
る
か
ら
、
上
の
如
ぐ
に
竜
推
測
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
竜
こ
の
推
測
竜
當
ら
今
様
で
あ
る
。
已
に
ヴ
ン
ト
竜
承
認
す
る
如
く
、
主
観
的
時
問
を

客
観
的
に
測
定
す
る
こ
と
は
、
働
賢
く
母
2
、
鼠
Φ
島
。
｝
6
露
器
器
9
ご
を
脅
。
。
毒
く
Φ
峯
乙
Φ
導
畠
Φ
り
鑓
霧
ω
欝
げ
に
關
係

せ
し
む
る
の
で
あ
る
か
ら
（
「
一
」
一
五
七
頁
）
測
定
し
π
便
は
已
に
主
観
的
性
質
を
失
っ
て
居
る
。
從

っ
て
内
観
的
事
實
と
直
接
の
關
係
を
保
ち
得
な
い
。
後
年
に
於
て
ヴ
ン
ト
は
心
的
法
財
の
物
的

法
則
と
異
る
織
は
嘗
ω
。
冨
隻
畠
に
あ
り
と
し
て
居
る
が
、
聴
、
親
書
観
念
の
進
行
の
遽
度
π
る
八
分

の
一
秒
置
、
決
し
て
置
潮
。
｝
多
乱
魯
な
事
柄
で
は
な
い
。
ヴ
ン
》
が
初
．
期
に
考
へ
て
居
っ
た
こ
の
心

的
法
則
は
、
・
周
然
科
學
の
法
期
に
近
き
鐸
β
騨
⇔
ω
◎
ヶ
窪
目
O
げ
な
も
の
で
，
あ
る
。
　
ヴ
ン
ト
が
こ
の
時
に
こ

の
揚
合
に
考
へ
て
居
π
精
紳
は
、
現
實
活
動
の
原
理
の
上
か
ら
見
π
精
紳
と
は
稽
離
れ
、
寧
ろ
實
膿

的
瓶
念
の
上
か
ら
考
ヘ
カ
精
赫
に
近
い
様
で
あ
る
。
か
く
推
定
し
得
ら
る
㌧
理
由
は
次
の
織
か

ち
で
あ
る
。
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ゲ
ン
ト
は
，
心
理
學
に
幣
串
的
研
究
の
適
用
せ
ら
れ
得
，
る
理
由
を
、
精
興
を
同
然
現
象
と
見
ら
れ

　
得
る
織
・
に
求
め
て
居
る
（
ω
。
象
含
9
巴
①
貯
響
巴
象
①
G
a
。
Φ
δ
瀞
①
貯
舅
客
霧
喜
ぎ
。
日
①
u
毒
q
費
①
ω
Φ
Φ
δ
巳
Φ
ぼ
①
㊤
㎡

　
㊦
貯
署
暮
霞
鼠
器
。
霧
。
夢
幽
α
豊
穿
。
・
ω
3
房
蓄
の
磐
9
象
Φ
Φ
老
9
謬
Φ
暮
巴
①
冒
0
跨
a
Φ
勲
二
藍
Φ
ω
σ
名
誉
謹
白
。
｝
影
津
一
7
お
く
。
昌

　
口
口
毛
Φ
巳
§
σ
Q
穿
幽
Φ
巳
（
0
琶
Φ
口
×
「
三
凍
露
く
汁
頁
㌔
余
は
ヴ
ン
ト
の
此
見
解
の
如
く
に
、
授
爵
を
扁
種
の
薗
然
現

　
象
と
解
し
、
心
理
學
を
一
種
の
姥
暮
籠
乱
の
ω
Φ
塁
。
夢
津
と
思
考
す
る
な
ら
ば
、
か
、
る
意
義
の
心
理
學
的

　
研
．
究
と
し
て
は
、
精
紳
の
時
間
の
客
観
的
測
定
は
極
め
て
重
要
な
る
功
績
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
け

　
れ
．
ど
竜
心
理
學
を
．
望
暮
瘍
註
。
。
乱
闘
。
ぎ
津
に
勢
生
す
．
る
一
種
の
精
巣
科
學
と
解
す
る
な
ら
ば
、
精
紳
の

　
客
観
的
時
間
の
測
定
は
何
等
か
の
關
係
に
於
て
内
槻
的
事
實
に
光
明
を
與
へ
得
る
に
あ
ら
ず
ん

　
ば
、
か
＼
る
研
究
を
冠
9
愚
昌
畠
。
δ
α
。
溶
。
冨
d
馨
Φ
騒
豪
雪
お
と
容
易
く
断
定
す
る
こ
と
に
、
甚
し
く
躊
躇

　
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
上
蓮
の
如
く
ヴ
ン
｝
竜
あ
る
場
合
に
於
て
は
む
D
Φ
9
Φ
を
2
暮
罎
喜
密
9
昌
窪
と
解
し
な
が
ら
も
、
純
心

　
理
學
的
興
味
に
動
か
謂
れ
居
る
氏
に
と
み
て
は
、
唯
か
く
の
如
き
精
瀞
の
野
営
的
時
間
の
測
定
の

　
み
に
て
其
の
興
味
．
を
充
分
に
満
足
し
得
ち
れ
な
い
筈
で
あ
る
。
そ
乙
で
ヴ
ン
ト
竜
蔵
ハ
の
結
果
が

　
輩
に
峯
琶
Φ
二
酸
昌
で
犀
。
墓
夢
9
で
あ
る
の
み
で
は
、
遽
に
純
心
理
學
的
興
昧
を
満
足
す
る
こ
と
が
出
來
「

繊
な
ぐ
な
っ
た
。
而
し
て
ヴ
ン
ト
の
云
ふ
に
は
『
か
く
の
如
き
測
定
に
ょ
う
て
心
入
は
今
迄
知
ら
れ

　
　
　
　
　
心
理
學
と
客
魏
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二



●
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哲
屡
研
究
㌦
第
三
十
三
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
一

な
か
っ
た
一
定
の
心
的
コ
ン
ス
タ
ン
ク
ェ
甚
を
輩
に
確
定
し
得
る
の
み
で
は
凍
い
、
こ
の
結
果
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

意
識
の
本
性
に
下
す
る
あ
る
一
般
的
の
推
定
を
駕
す
こ
と
が
出
盗
る
。
こ
れ
が
三
分
に
は
特
に

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ぬ
　
へ
　
も

注
意
す
べ
き
債
値
で
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
即
ち
此
の
事
實
に
基
き
観
念
の
二
一
と
い
ム
一
種

の
心
理
學
的
法
則
を
頗
る
鮮
に
謹
明
す
る
≧
と
が
初
め
て
出
來
る
』
　
，
　
　
　
　
　
　
＼
・

　
一
）
肩
魯
象
①
雪
σ
q
Φ
控
暮
窪
雪
白
醤
σ
Q
Φ
ロ
凶
馨
＄
嵐
。
9
駕
霧
目
α
。
Q
羅
。
げ
σ
q
Φ
蓄
器
炉
①
凶
g
げ
三
遷
目
停
ε
塁
。
げ
ぎ
冨
凋
旨
寮
g
Φ
h
①
。
。
貫
藁
巴
Φ
・
』
凶
①

　
ぼ
9
霞
く
9
涛
。
警
醒
Φ
口
目
口
げ
。
回
雪
目
窪
≦
舘
》
。
q
o
づ
伽
羅
口
塁
曾
瞬
Φ
げ
①
ロ
。
陰
8
げ
簿
話
ぴ
Φ
ロ
。
駐
Φ
冒
Φ
”
質
ρ
o
げ
σ
q
Φ
を
♂
器
具
蒔
①
巨
Φ
目
窪
Φ
団
。
お
①
暑
蓼
σ
q
o
⇔
μ
げ
9
象
。

　
緊
客
胃
画
Φ
。
。
切
Φ
勾
器
。
。
誌
⑦
言
。
。
u
象
①
営
凶
吋
。
駐
①
ξ
び
＄
o
犀
Φ
冨
ぞ
⑦
嗣
げ
砿
魯
Φ
甘
Φ
ロ
．
国
。
駐
滋
け
甑
Φ
同
伽
霞
畠
①
謎
け
N
二
く
。
鵠
。
ユ
9
ロ
ロ
お
Φ
同
国
ぐ
監
①
β
N
σ
q
Φ
げ
岩
。
暮
山
9
。
慶
冨
団
・

　
。
ぎ
ざ
G
Q
ぎ
ぎ
Q
霧
Φ
欝
9
吋
康
ロ
冨
障
幽
霞
く
。
甦
亀
言
σ
q
》
（
「
世
こ
擁
露
く
H
口
頁
）
と
。

　
ヴ
ン
ト
が
こ
の
軍
な
る
客
観
的
結
果
・
の
コ
ン
ス
タ
ン
ヲ
イ
に
滴
足
せ
ず
、
何
等
か
の
心
理
學
的

意
義
を
鰻
見
せ
ん
と
嵩
む
る
氏
の
思
想
の
淫
行
に
駕
し
て
は
、
心
理
誉
者
と
し
て
の
氏
に
多
大
の

敬
意
を
表
す
る
る
の
で
あ
る
。
若
し
氏
の
云
ふ
が
如
く
に
、
こ
の
結
果
か
ら
国
巳
邑
＆
輿
く
。
曇
①
ぎ
謬
σ
⇔

な
る
陽
饗
財
9
0
σ
Q
帥
。
・
o
冨
O
Φ
の
Φ
言
が
鐙
明
せ
ら
れ
得
る
な
ら
は
、
こ
は
惜
か
に
2
暮
雪
創
⑱
闘
Φ
毒
話
。
・
宏
Φ
冒
ω
に

關
す
る
璋
σ
Ω
Φ
琶
巴
導
。
お
閣
。
黄
Φ
鐸
ロ
◎
々
。
口
が
可
能
，
な
鐸
で
あ
る
。
鼓
に
於
て
初
あ
て
客
観
的
研
究
は
、
眞
の

心
理
學
的
意
義
を
橘
町
る
の
で
あ
る
。
然
し
之
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
ち
う
か
。
ヴ
ン
ト
は

氏
の
研
究
（
「
三
」
）
の
第
五
章
及
「
び
第
六
章
に
至
っ
て
、
こ
の
鐵
を
詳
論
し
て
居
る
と
云
っ
て
居
る
か

ら
、
（
禦
ご
図
擁
く
謹
頁
）
余
は
こ
の
方
面
に
暫
く
観
察
を
轄
じ
π
い
ρ

～

、
㌧
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ヴ
y
ト
は
同
W
Φ
謬
裁
σ
Ω
①
把
醒
目
げ
㊦
O
門
剛
。
篇
。
舅
コ
后
ぎ
ロ
。
笛
二
、
簡
厳
穿
。
げ
居
二
つ
9
q
に
於
て
感
官
知
畳
の
空
拝
的
研
究
を
試
み
、
其
の
第
一

章
に
慌
て
は
一
般
感
畳
（
（
Ψ
Φ
h
離
げ
一
的
。
◎
一
同
」
】
9
）
殊
に
窒
聞
知
捲
（
薮
口
口
認
。
｝
δ
薫
，
げ
門
ロ
⑦
げ
彫
旧
知
σ
Q
①
屡
）
を
主
と
し
て
鯛
畳
に
款

き
て
研
究
し
、
第
二
章
に
於
て
は
覗
畳
の
學
設
に
關
す
る
丈
献
的
研
究
を
試
み
、
プ
ラ
ト
ー
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
よ
顎
中
世
紀
の
薗
庶
然
研
究
者
、
近
世
哲
學
に
於
け
る
デ
カ
ル
ト
、
バ
ー
ク
レ
ー
、
ロ
ッ
ク
、
カ
ン
ト
及
び
カ
ン

ト
墨
・
派
の
學
設
－
を
詑
蓮
詳
論
し
、
蓮
ん
で
第
三
章
に
至
り
自
ら
實
験
的
研
究
を
企
て
、
最
初
、
畢
眼
観
の
現
憩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

を
研
究
し
て
居
る
。

　
ヴ
ン
ト
は
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
心
理
學
の
数
．
學
的
組
・
織
の
根
本
原
理
た
る
負
言
帥
山
国
Φ
毛
話
ψ
岳
Φ
貯
く
。
旨
⇒
ゆ
山
。
β
Φ
ω
百
日
日
①

自
勇
ぐ
霞
こ
・
E
δ
塁
ぎ
旨
霞
σ
q
一
Φ
凶
。
げ
σ
。
吋
。
。
。
。
・
乞
。
ま
①
（
国
①
き
節
3
℃
。
。
田
畠
2
0
0
2
冨
己
。
。
≦
討
。
・
Φ
謬
。
9
津
。
。
酔
弓
ぎ
二
．
毒
①
芽
ρ
翻
3
メ
コ
D
．
。
。
鵠
）
に
疑
問
を
抱

き
、
（
「
三
」
三
八
7
頁
）
若
し
こ
の
根
本
原
理
が
．
す
べ
て
の
経
験
と
一
．
致
す
る
な
ら
ば
、
臆
競
と
し
て
充
分
の
便
値

あ
る
も
、
経
瞼
的
事
實
と
矛
盾
す
る
な
ら
ば
、
其
の
臆
説
の
敷
力
を
失
ふ
の
み
な
ら
ず
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
心
理

學
の
根
樋
を
動
癌
せ
し
む
る
も
の
な
り
と
考
へ
、
第
四
章
に
於
で
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
の
と
の
學
醗
の
槍
査
と

し
て
、
意
識
に
同
時
に
二
つ
の
異
る
感
官
刺
戟
を
輿
へ
て
、
其
の
印
象
の
同
時
的
作
用
の
結
果
を
雨
眼
競
の

現
象
に
就
き
｛
買
血
的
研
究
を
試
み
て
居
る
。
　
そ
し
て
ヴ
ン
ト
は
其
の
結
果
に
轟
き
、
雨
眼
の
覗
的
知
畳
の

學
設
を
創
意
し
『
雨
眼
の
．
綱
膜
感
畳
は
最
初
か
ら
互
に
別
々
に
分
離
し
て
生
じ
、
然
る
畑
鼠
の
感
畳
は
知
琵

過
程
中
に
一
の
統
一
的
な
観
賞
作
用
に
融
合
す
る
』
（
象
Φ
2
Φ
欝
げ
即
暮
㊦
匿
嬉
貯
乙
聲
口
σ
q
o
目
げ
Φ
嵐
角
旨
目
σ
q
魯
く
。
巨
悪
昌
㎞
葺
σ
Ω
言
σ
Q
審

H
霞
暮
冨
。
げ
①
u
o
貯
》
5
伽
跨
び
①
ω
仲
魯
①
炉
賃
ロ
自
蓼
器
象
霧
島
げ
聲
葭
。
・
二
日
タ
Ψ
巳
ρ
墨
髭
霧
島
置
屋
器
げ
房
顎
口
σ
Q
①
賢
0
8
。
慶
。
乱
発
国
β
o
甘
①
碁
①
言
げ
a
自
山
。
げ
Φ
ロ

望
9
＄
ぐ
㊦
話
。
ぴ
鍔
。
震
害
≦
霞
恥
㊦
登
）
の
で
あ
ら
う
と
の
定
定
を
作
り
、
（
「
三
」
二
九
六
一
二
九
八
頁
）
亘
れ
が
霞
草
の
詮
賜
を
第

五
章
に
「
試
み
て
居
る
。

第
五
章
に
於
て
は
雨
眼
観
の
特
有
現
象
だ
る
光
輝
δ
ざ
自
）
勤
照
（
（
〕
O
U
“
尾
暫
乱
酔
）
知
畳
團
璽
（
零
Φ
器
す
Φ
諜

　
　
　
心
理
學
と
客
魏
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
＝
二



鋤
　
　
　
　
哲
學
．
研
究
．
，
．
第
三
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

幽
霧
宅
筈
誓
9
拷
琶
σ
q
豊
を
研
究
し
て
Q
霧
Φ
寄
島
窪
田
昌
Φ
騨
登
戸
く
。
翼
Φ
旨
毒
σ
Q
の
問
題
に
、
直
接
に
突
入
し
て

居
る
。
　
帥
ち
爾
眼
観
に
つ
き
て
、
封
照
及
び
知
蝿
闘
争
の
現
象
を
研
究
し
て
見
る
と
、
二
つ
の
刺
戟

の
物
理
的
強
度
は
精
密
に
、
同
一
で
あ
る
に
も
係
ら
ず
、
一
方
面
印
象
ば
他
の
印
象
を
排
除
し
て
良
、

己
の
印
象
の
み
を
意
識
に
土
昇
せ
し
む
る
所
謂
ヴ
ン
ト
の
く
Φ
遂
診
σ
Q
自
σ
Q
＄
屋
。
げ
。
営
鎧
⇔
σ
q
Φ
冨
（
「
三
」
二
三
四
頁
）

が
あ
る
。
ヴ
ン
ト
は
こ
．
の
現
象
を
以
て
あ
る
物
理
的
因
素
か
ら
は
到
底
説
明
が
出
來
な
い
竜
の

と
し
、
意
識
の
本
性
に
蹄
着
せ
し
む
べ
き
心
的
一
般
法
則
よ
ウ
説
明
せ
ら
る
べ
き
特
殊
の
揚
合
と

考
ふ
る
に
至
っ
だ
。
鼓
に
云
ふ
心
的
一
般
法
則
（
農
σ
q
Φ
墓
営
①
嘆
）
、
。
ぼ
。
。
。
冨
Q
Φ
融
Φ
g
）
と
は
一
の
一
観
念
に
相

互
に
合
同
す
る
こ
と
の
禺
家
家
い
二
つ
の
印
象
が
意
識
に
働
く
時
は
、
一
定
の
時
間
内
に
あ
参
て

は
其
の
印
象
の
一
方
の
み
が
知
畳
せ
ら
る
、
許
う
で
あ
る
（
蓄
皆
罎
亡
国
巳
魯
。
冨
・
伽
剛
⑦
。
・
§
；
ざ
客
診

①
貯
Φ
ぐ
。
曇
亀
琶
α
q
＜
器
貯
圃
㈹
Φ
巳
塞
①
♪
鎧
碁
器
切
Φ
善
。
。
器
Φ
首
⑦
貯
巨
涛
Φ
u
砦
乙
Φ
円
巴
・
＆
Φ
奮
ま
Φ
巳
口
自
Φ
弓
浮
ぽ
掌

ぎ
詳
N
窪
b
琿
夢
。
，
ω
琶
α
Q
σ
Q
Φ
ご
u
q
q
ε
（
「
三
」
三
三
転
頁
）
と
云
ふ
義
で
あ
る
。
之
を
ヴ
ン
ト
は
O
＄
Φ
寄
島
貴
国
巳
μ
㊥
騨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

幽
霞
く
○
曇
Φ
旨
β
α
Q
と
驚
け
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ヴ
ン
塾
は
こ
の
法
則
が
無
け
れ
ば
く
⑫
益
議
㌣

αQ

ﾅ
σ
q
ω
Φ
湊
魯
巴
窪
窪
α
Q
曾
は
全
然
§
ぎ
簗
診
象
畠
で
あ
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
此
の
く
霞
象
貯
α
q
琶
σ
q
皿
Φ
話
。
｝
魚
β
毒
◎
q
＄

は
、
こ
の
法
則
の
有
力
な
る
謹
明
の
手
段
と
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
こ
の
く
忠
脅
診
σ
q
霞
σ
Q
山
屋
魯
巴
賛
琶
σ
q
－

露
は
こ
の
法
諺
の
特
殊
の
揚
合
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
居
る
。
（
「
三
」
三
三
五
頁
）
。
か
く
の
如



　
く
し
て
ヴ
ン
ト
は
實
験
的
研
究
め
結
果
か
ら
意
識
の
本
性
に
・
關
す
る
一
般
的
推
論
（
農
Φ
σ
Q
Φ
皆
Φ
貯
①
話

　
出
、
巳
σ
q
Φ
三
三
魯
9
び
Φ
乙
凶
Φ
2
ρ
酔
籠
自
塁
響
毒
。
・
ω
露
営
ε
を
爲
さ
ん
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
．
此
の
推
論
の

　
過
程
が
本
稿
の
重
要
瓢
で
あ
る
か
ら
、
更
に
深
く
ヴ
ン
ト
の
こ
の
一
般
的
推
論
の
筋
道
を
考
察
す

　
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
ヴ
ン
ト
は
第
五
章
の
終
に
煮
て
次
の
如
く
に
推
論
し
て
居
る
。

　
　
本
章
に
於
て
研
究
し
π
る
一
切
の
事
實
か
ら
、
二
個
の
推
論
を
湿
す
こ
と
が
出
來
る
。
即
ち
其

　
の
一
は
雨
眼
親
の
二
期
（
象
Φ
O
＄
雲
N
Φ
山
＄
び
彦
。
犀
巳
鴛
魯
の
Φ
冨
髪
）
で
あ
っ
て
、
他
は
観
念
作
用
の
一
般
法

　
則
（
象
①
農
σ
Q
Φ
影
。
ぽ
魯
O
Φ
器
辟
N
Φ
畠
霧
ぐ
。
聾
巴
毒
σ
q
。
。
臣
勘
げ
黄
冨
膨
で
あ
る
。
前
渚
に
依
れ
ば
、
爾
眼
魍
は
爾
眼

　
の
印
象
の
軍
な
◆
る
総
和
（
。
貯
罵
①
言
震
己
Q
・
旨
巨
話
自
白
目
零
言
曾
再
訂
び
Φ
猿
電
b
昌
α
Q
窪
）
と
見
倣
す
べ
き
竜
の
で

　
は
な
い
。
叉
共
通
の
観
野
（
勢
。
・
σ
q
竃
Φ
闘
口
塁
旨
①
o
Q
Φ
｝
】
ぽ
一
自
）
は
、
互
に
一
致
す
る
網
膜
の
興
奮
の
直
接
の
混

　
合
に
よ
っ
て
結
合
せ
ら
れ
る
の
で
竜
な
い
。
各
の
眼
は
野
立
し
て
別
々
に
各
個
の
知
畳
を
爲
し
、

　
碧
眼
の
、
知
壁
は
別
々
に
精
瀞
に
働
く
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
漸
く
後
に
、
精
紳
的
結
合
の
援
助
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
下
に
爾
眼
の
等
等
か
ら
爾
眼
の
完
杢
な
る
親
三
豊
畳
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
（
禦
殴
書
宅
Φ
㈹
①
嶺
－

　
望
。
篤
の
。
ご
Φ
ビ
O
o
皆
げ
置
暮
δ
口
Φ
昇
ω
8
ぎ
憲
ω
降
口
雲
斎
①
ぎ
臣
窪
飾
①
8
お
σ
言
。
犀
g
峯
冠
①
Ω
①
。
・
8
客
乙
D
綴
器
｝
蓉
法
三
舞
α
q
）
（
「
三
」
三
七
三
買
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

蹴
・
：
先
に
ヴ
ン
ト
は
個
を
の
眼
の
知
蝿
も
、
無
意
識
的
な
心
的
過
程
の
系
列
（
届
亀
δ
甥
）
δ
｝
翫
。
三
囲
娼
8
。
中

　
　
　
　
　
心
理
撃
と
霧
…
羅
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
近



X496

　
　
　
　
甜
哲
　
　
墨
・
　
研
　
　
究
　
、
　
婚
雄
　
一
二
　
十
　
三
　
號
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

。・

B・

ｳ
琶
び
Φ
ぞ
基
。
・
山
霧
b
き
の
下
に
戎
町
す
る
と
考
へ
差
の
で
あ
る
が
、
之
と
同
様
に
今
愚
案
眼
知
畳
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

立
も
無
意
識
的
な
挙
挙
作
用
（
Φ
陣
口
角
”
び
Φ
恥
く
沼
加
ψ
酢
Φ
o
ロ
の
O
財
一
昌
の
m
〈
①
剛
h
僧
一
一
尾
Φ
屡
）
に
外
な
ら
な
い
と
考
へ
、
個
々
の
知

歯
は
、
空
間
的
の
廣
が
り
及
び
之
と
關
係
せ
る
外
物
の
物
理
的
構
港
に
關
す
る
判
断
を
導
く
控
め

に
、
睡
軍
に
利
用
せ
ら
る
の
み
で
あ
る
。
個
々
の
知
畳
其
者
は
一
、
般
の
知
嚢
に
合
一
せ
し
め
る
力

は
無
い
け
れ
ど
竜
、
相
互
的
の
影
響
（
σ
q
Φ
σ
Q
Φ
屡
①
篭
α
q
Φ
国
貯
め
孝
。
・
）
を
示
す
こ
と
は
、
無
賃
の
甥
照
の
現
象
か

ら
知
る
こ
と
が
出
來
る
。
そ
し
て
こ
の
影
響
を
娼
ξ
霧
。
冨
診
鐙
。
Q
。
塁
送
二
但
に
蹄
す
る
こ
と
は
出
來

な
い
。
寧
ろ
判
．
漸
の
規
笙
属
¢
ω
げ
言
一
翼
α
q
富
ψ
d
達
げ
Φ
器
）
に
冒
せ
し
ひ
べ
き
竜
の
で
あ
る
、
（
「
三
」
ヨ
七
四
翼
）

と
考
へ
禿
。

　
ヴ
γ
ト
は
か
く
の
如
く
に
論
じ
て
、
雨
眼
観
の
深
さ
の
知
壁
の
現
象
に
於
て
推
定
し
掩
断
定
（
鋳
Φ

毛
巴
壽
①
げ
野
お
芭
㊦
。
・
き
σ
Q
Φ
。
・
。
欝
Φ
言
、
藏
首
骨
。
・
諺
α
q
ざ
巨
艮
義
婁
暫
び
Φ
電
影
α
q
Φ
墓
冨
鎧
豊
丘
農
①
財
Φ
鼠
§
｝
邑
ま
口

娼
鶏
O
ぼ
ω
魯
Φ
β
樽
き
O
＄
q
・
ぴ
①
峯
。
宅
螢
｝
冒
露
Φ
｝
〕
彫
塗
q
q
Φ
β
鑑
⑦
貯
Φ
旨
Φ
器
N
Φ
β
〈
Φ
田
魯
B
Φ
冒
Φ
旦
を
発
く
異
る
研
究
方
法

に
よ
う
て
直
接
に
謹
明
し
た
の
で
あ
る
、
（
「
三
」
三
七
四
頁
）

　
第
二
の
推
論
は
爾
眼
親
の
法
則
琳
と
密
接
な
關
係
は
あ
る
け
れ
ど
竜
、
親
的
鯉
濃
の
領
域
以
外
に

嚢
で
關
係
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち
我
々
は
同
時
に
一
個
の
厚
畳
槻
念
よ
ウ
多
く
の
観
念

を
作
る
乙
と
は
語
史
に
出
帰
舞
い
。
照
照
及
び
實
膿
鏡
的
結
合
k
於
て
現
は
る
㌧
到
断
作
用
（
幽
苧
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Φ
d
客
菰
野
賢
0
8
器
①
）
は
、
異
凍
る
知
畳
の
同
時
減
結
合
無
く
し
て
は
考
へ
る
こ
と
が
出
來
な
い
が
、
然

し
乙
の
興
断
作
用
は
す
べ
て
無
意
識
態
（
d
β
び
①
≦
塁
隻
邑
酔
）
に
起
ウ
、
意
識
に
儲
る
＼
の
も
の
は
唯
こ

の
剣
断
作
用
の
結
搬
（
衛
曽
。
α
H
岬
Φ
ω
蛸
一
心
曽
サ
無
圃
Φ
ω
Φ
弓
困
ぜ
O
O
①
◎
慶
ω
Φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
証
）
の
み
で
あ
る
。
面
し
て
こ
の
結
果
は
常
に
軍

一
な
観
念
（
①
欝
Φ
巴
巳
邑
爵
。
圏
δ
＜
。
謎
腔
塾
毎
㈹
）
で
あ
る
。
吾
人
は
皇
典
の
身
重
を
別
々
に
並
立
し
て
意

識
に
把
捉
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
意
識
に
現
る
、
蒔
は
常
に
統
一
的
な
全
膣
（
Φ
甘
冨
窪
9
＄
Q
弩

凶
Φ
）
で
・
あ
る
。
　
そ
し
て
乙
れ
は
如
何
に
し
て
結
合
せ
ら
れ
π
の
か
、
吾
人
は
之
に
つ
き
て
は
少
し
の

知
識
竜
有
し
得
な
い
。
此
の
二
合
に
如
何
な
る
過
程
が
生
起
し
疫
か
は
、
黒
石
的
研
究
に
よ
蚤
て

推
定
す
る
の
外
は
．
な
い
、
（
コ
一
ご
話
七
四
買
）
の
で
あ
る
。

　
乙
の
無
意
識
聖
恩
紳
過
程
は
、
互
に
無
關
係
な
る
威
畳
か
ら
「
岩
畳
を
構
成
す
る
の
み
な
ら
ず
、
更

に
直
接
に
し
て
且
つ
簡
軍
な
る
知
畳
其
の
者
を
結
合
し
て
複
合
的
知
畳
を
作
ウ
、
爾
進
ん
で
精
紳

的
産
物
に
系
統
と
組
織
と
を
興
へ
る
、
（
島
。
農
・
。
画
Φ
口
び
Φ
N
誠
旨
蹟
。
・
寓
曾
團
日
℃
穿
島
～
誉
σ
q
窪
ぞ
麟
げ
葺
Φ
げ
琴
琶
α
q
窪

富
冨
ロ
ぼ
冠
Φ
炉
ψ
2
負
Φ
旨
幽
一
Φ
磐
。
ゴ
費
Φ
ま
影
§
Φ
崔
鎚
Φ
冨
口
毒
伽
Φ
ぎ
夢
9
鶏
糞
呂
衆
尾
き
げ
宕
き
σ
q
曾
。
・
Φ
ぎ
霧
雪
巴
¢
ピ
砦
凶
〒

器
琶
百
窪
α
p
σ
沼
9
δ
冨
b
＜
o
材
犀
口
昏
嘗
。
鐸
琶
丁
目
o
O
中
夏
σ
Q
麟
u
臼
ω
岩
ε
旨
重
三
舘
ヒ
⇔
Φ
。
・
罫
国
昏
部
琶
翼
塁
Φ
δ
冠
の
①
①
｝
Φ
げ
貯
Φ
貯
ぽ
一
㌣

α
q
①
u
・
）
（
「
三
」
三
七
五
頁
）
の
で
あ
る
。

　
ヴ
ン
ト
は
か
く
の
如
ぐ
に
、
論
定
し
て
、
ヘ
ル
バ
ル
ひ
の
異
る
二
個
以
上
の
観
念
の
同
時
存
在
の

　
　
　
　
心
理
學
と
客
親
約
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
　
　
・
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，

嶋

　
　
　
　
　
　
　
哲
墨
研
究
　
第
三
＋
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
天
　
　
亀

臆
読
を
貰
う
、
同
時
に
意
識
に
ご
個
以
上
の
観
念
の
共
存
を
否
定
し
凛
昌
Φ
落
飾
響
く
塗
沖
紅
熱
σ
q
の
法
則

を
明
に
し
だ
。
そ
し
て
之
は
意
識
の
本
家
の
性
質
に
基
く
も
の
と
し
全
夢
心
生
活
の
特
色
を
、
前

詑
の
事
實
か
ら
次
の
如
く
に
推
定
し
π
。
・
　
　
　
　
静
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
d
房
霧
駁
＄
舘
暮
ω
ω
器
Φ
δ
歓
喜
窪
む
。
邑
欝
も
・
冨
盛
碧
．
駐
象
Φ
O
。
β
晋
彰
．
瀬
落
診
Φ
喜
猛
窪
巴
一
§
⑩
ざ
G
⇔
ぎ
冨
杷

℃
§
窮
Φ
・
営
｝
。
。
剛
三
凶
Φ
白
び
自
彊
三
ぎ
壽
創
建
詞
旨
監
監
§
σ
q
曾
毒
筈
墓
一
・
馨
お
窪
窪
守
鼠
。
。
。
窪
。
。
凶
曹
ぎ
口
衛
曾

類
魯
諺
Φ
げ
彫
毒
α
⇔
窪
田
く
。
馨
山
雲
σ
q
窪
恥
幽
凶
①
国
・
】
σ
q
㊦
迷
霧
Φ
ω
○
。
艮
営
a
同
・
誉
富
づ
ぐ
Φ
旨
託
豊
。
二
。
σ
Q
圃
箆
歪
国
。
8
馨

蛸
霧
①
§
ω
邑
Φ
幹
脅
Φ
国
Φ
一
訂
巴
｝
Φ
噂
巷
醇
山
Φ
陀
窪
男
9
。
日
a
日
豊
＄
陽
岩
募
9
Φ
Ω
・
霧
畠
9
寝
藁
浮
ω
。
・
¢
ジ
ω
。
｝
5
⇔

目
霞
葛
暮
a
φ
国
Φ
帥
ご
ソ
暮
①
ぼ
Φ
口
塁
夢
。
彰
銭
ψ
畠
Φ
ロ
ζ
巴
⑦
話
軽
♂
ぎ
ロ
’
冒
Φ
㎝
霞
く
。
軽
Φ
謬
撃
0
9
包
篁
無
器
量
Φ
謎
る
『

魁
蕊
叩
昭
尋
貯
巳
O
げ
粘
く
の
器
O
｝
一
δ
幽
①
鳥
Φ
N
Φ
詳
密
酵
Φ
⇔
σ
q
ぽ
繭
O
｝
護
瓢
臨
α
q
簿
雛
ロ
。
O
｝
軽
四
Φ
昌
同
a
竃
お
P
雲
霧
q
。
誤
、
増
巳
下
書
圏
O
α
q
討
O
｝
笛
殉
き
。
留
器

話
謎
。
葺
亀
諺
霞
》
層
酔
範
Φ
三
浸
Φ
圃
凱
σ
Q
ぎ
濠
凶
Φ
｝
δ
昌
犀
9
三
戸
　
（
「
三
」
。
。
G
。
α
頁
）
。

　
　
ヴ
ン
ト
の
乙
の
一
．
悪
夢
聯
生
活
の
一
般
的
特
徴
た
る
、
論
理
的
磯
展
』
は
ヴ
ン
ト
の
所
謂
伽
器
O
Φ
器
貯

師
Φ
二
〇
σ
。
ぎ
冨
β
図
算
置
◎
犀
㊦
罫
ロ
σ
Q
働
諺
の
Φ
2
Φ
（
「
三
」
図
図
蚤
頁
）
と
呼
ば
る
＼
も
の
で
あ
る
。

　
　
ヴ
ン
患
は
最
初
天
文
學
者
の
薮
弱
し
π
る
問
題
中
に
、
威
宮
知
畳
成
立
の
心
理
學
的
問
題
を
摘

み
、
之
を
研
究
す
多
に
主
と
し
て
観
察
と
勢
望
と
を
重
じ
て
事
實
の
基
礎
の
上
に
臆
説
を
考
案
し
、

從
來
の
敏
略
π
る
幽
銘
加
。
客
だ
鼠
Φ
舷
伽
器
⑦
老
。
同
彦
塗
壁
δ
拷
葬
¢
H
．
Σ
馬
首
臼
O
自
5
。
門
帯
回
μ
苞
ド
“
嶽
焉
Φ
嵐
る
昔
話
峯
．
・



　
⑦
降
雪
彗
”
＆
禽
雲
譲
象
。
昏
㊦
§
募
魯
2
こ
。
℃
鉱
＾
鵠
津
軽
。
巨
。
Φ
巷
φ
同
学
Φ
馨
Φ
頴
o
Q
感
け
N
㊦
夙
膏
σ
q
Φ
孤
琶
囲
。
診
9
（
「
三
」
羨

　
邑
頁
）
を
免
れ
翁
。
。
○
Φ
善
心
衛
霧
団
巨
6
一
静
恥
豪
く
○
議
｛
急
登
σ
q
を
，
親
思
の
霊
園
的
事
實
に
於
イ
、
具
腱
的
に

　
確
定
し
、
更
淀
こ
の
法
則
を
蟹
張
し
て
釦
触
無
血
Φ
器
盲
鳥
霞
｝
○
σ
q
一
㌍
魯
曾
掴
暑
賢
島
巴
自
◎
Q
諭
弓
O
Q
o
巴
Φ
に
ま
で
押

　
t
進
め
た
。
、

　
　
ヴ
ン
，
㍗
の
こ
の
釦
器
ゆ
＄
Φ
欝
釦
韓
国
昌
Φ
詳
鎌
霞
畷
o
N
・
・
葦
ぽ
昌
σ
q
『
及
び
急
器
．
Φ
Φ
器
齢
自
①
二
。
讐
ω
曾
窪
国
　
さ
a
？

　
匿
§
α
q
瓢
霞
こ
。
8
δ
の
確
定
は
、
前
に
ヴ
ン
．
ト
．
の
云
つ
売
卜
に
八
分
の
】
秒
な
る
数
量
的
黒
黒
か
ら
直

　
接
に
推
定
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
。
　
ヴ
ン
ト
は
最
初
（
罎
重
く
ト
H
H
頁
）
に
曾
て
、
て
の
3
、
ン
ス
タ
ン
㍗
か

　
ら
意
識
の
本
性
に
鯛
す
る
罠
σ
q
①
ぎ
Φ
ぼ
Φ
岩
周
9
σ
Q
o
暑
同
函
霧
が
出
逸
る
。
此
織
が
客
槻
的
結
果
の
，
ω
Φ
冨

　
蔓
舞
・
蚤
§
慈
の
存
す
る
班
で
あ
る
と
云
ひ
な
が
ら
、
聖
母
に
於
て
一
．
般
的
推
論
の
墓
礎
と
な
つ

　
て
居
る
毛
の
は
、
上
に
詳
饗
し
た
．
如
く
単
眼
親
の
現
象
を
實
験
的
に
生
起
し
墾
化
せ
し
め
て
之
“
を

　
内
濁
し
カ
る
畠
己
観
察
の
事
實
で
あ
る
。
‘
而
し
て
勧
等
の
客
観
的
叉
は
歎
量
的
結
果
の
上
に
推

　
載
せ
ら
れ
禿
竜
の
で
は
覆
い
。
唯
普
通
の
内
観
の
如
く
に
自
然
に
生
起
し
力
現
象
を
観
察
し
カ

　
の
で
な
く
、
客
観
的
事
物
の
補
助
を
利
用
し
實
験
的
條
件
の
下
に
内
観
し
π
の
で
あ
る
。
從
っ
て

　
吾
人
は
ヴ
ン
ト
の
こ
の
威
馳
駆
畳
の
研
究
に
よ
う
て
、
未
だ
か
つ
て
吾
人
の
知
ら
な
か
つ
だ
多
く

㎜
の
内
槻
的
薫
製
を
覆
る
を
得
る
に
至
軌
鼓
に
心
理
學
は
内
観
的
事
實
の
新
次
る
登
見
を
起
し
て
、

　
　
　
　
　
　
心
理
學
と
客
捌
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　

第
三
十
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號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇

漁
　
科
學
研
究
の
一
大
目
的
た
る
心
理
學
的
経
験
界
を
籏
面
し
π
。
加
之
之
に
墓
き
て
意
識
の
一
般

1

　
性
を
竜
推
定
し
得
る
に
至
う
、
心
理
學
は
一
種
の
心
的
画
期
を
有
す
る
に
至
つ
差
の
で
あ
る
。

　
　
余
は
ヴ
ン
ト
の
乙
の
転
官
知
畳
の
研
究
は
、
其
の
手
段
に
於
て
、
其
の
方
法
に
於
て
、
翼
の
意
味
に

　
於
け
る
馬
験
心
理
學
的
研
究
の
一
活
範
で
あ
る
と
思
ふ
。
そ
し
て
ヴ
ン
ト
が
乙
の
　
園
Φ
貯
鋤
o
Q
Φ
N
・

　
三
富
。
同
δ
沖
二
曹
Φ
零
触
r
｝
｝
琶
魯
居
諄
。
q
に
於
て
、
已
に
實
験
心
理
學
の
科
量
的
方
法
を
確
立
し
て
居
る
と

　
云
ふ
の
竜
、
言
忌
の
研
究
に
於
て
採
用
し
遼
る
乙
の
『
實
駿
母
指
件
内
に
於
け
る
精
密
な
る
内
観
』
を

　
指
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
と
解
し
だ
い
の
で
あ
る
。

　
　
⇔
器
Φ
Φ
器
畳
目
霞
国
昌
⑦
ま
鳥
網
く
自
舞
亀
自
σ
q
の
推
定
に
、
八
分
の
噸
秒
な
る
識
ン
ス
タ
ン
ト
が
利
用
せ

　
ら
れ
て
居
る
の
は
、
間
接
的
、
階
示
的
な
黙
に
あ
る
。
帥
ち
吾
入
が
視
聴
の
爾
観
念
を
同
時
に
意
識

　
す
る
に
要
す
る
時
間
を
測
定
す
る
と
、
八
分
の
一
秒
な
る
恒
常
．
の
誤
差
が
あ
る
。
乙
れ
が
時
間
的

　
測
定
に
於
て
客
観
的
に
直
接
に
知
蚤
得
ら
れ
π
事
實
で
あ
る
。
　
こ
の
事
實
を
心
理
現
象
と
關
係

　
せ
し
め
ん
と
せ
ば
、
被
瞼
者
．
の
内
観
芸
事
實
と
結
合
せ
し
め
ね
ば
な
る
嚢
い
。
郎
ち
客
観
的
事
實

　
と
内
観
的
野
實
の
聯
合
、
從
っ
て
二
つ
の
異
る
観
察
の
見
地
の
結
合
に
焚
て
の
み
八
分
置
一
秒
は

　
心
理
的
現
象
と
交
渉
を
生
じ
て
來
る
。
こ
の
二
つ
の
異
る
見
地
の
聯
合
を
許
し
π
上
で
、
初
め
て

　
自
霧
Q
Φ
。
・
Φ
欝
負
霧
野
口
冨
凄
幽
醇
く
。
曇
亀
諺
σ
奄
の
推
定
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
竜
其
の
推

、



　
定
は
猶
筆
墨
的
、
問
接
的
に
止
ウ
、
到
底
直
接
推
定
の
墓
礎
と
な
る
こ
と
は
出
鷹
な
い
。
こ
の
黙
に

　
於
て
客
槻
的
時
差
は
統
計
舶
研
究
の
結
果
と
同
列
に
位
す
る
の
で
あ
る
。
眞
に
葛
｛
喜
。
詳
高
①
弓
＜
o
〒

　
㎝
け
亀
毒
α
q
を
明
な
ら
し
め
ん
と
欲
せ
ぱ
、
ヴ
ン
ト
の
爲
し
た
る
如
く
に
、
実
験
的
條
件
内
に
於
て
親
念

　
其
の
者
の
生
起
、
共
存
、
獲
化
、
溝
滅
の
有
様
を
直
接
に
内
観
す
る
の
外
は
無
い
様
で
あ
る
。

　
　
ヴ
ン
ト
竜
野
鰭
暮
9
∬
ざ
二
．
c
姿
仲
①
ご
毎
畷
が
，
こ
の
八
分
の
一
秒
か
ら
直
接
に
推
定
が
超
來
る
と
は

　
思
っ
て
は
居
な
い
の
で
あ
る
。
直
擾
の
推
定
が
出
來
な
い
か
ら
民
は
特
に
視
界
の
研
究
を
詳
細

　
に
試
み
、
塾
し
て
以
て
翼
の
心
理
學
的
事
業
の
基
礎
を
輿
へ
ん
と
し
た
こ
と
は
、
次
の
丈
章
を
見
れ

　
ば
朋
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
9
日
Φ
象
霧
＄
Q
霧
。
欝
門
屋
営
営
｝
δ
騨
三
門
ノ
、
c
鑑
¢
＝
琴
σ
q
”
釦
帥
ピ
ω
h
苛
げ
①
尾
ω
魯
8
］
§
魯
σ
q
o
｝
影
Φ
鼠
酌
冨
δ
し
○
Φ
σ
Q
蝕
ロ
負
自
昌
σ
q

　
ψ
Φ
畑
医
書
。
駄
津
。
震
貯
帥
ご
。
層
ぐ
＆
島
2
＞
通
陰
貫
。
o
自
§
δ
に
9
圃
号
謹
く
Φ
謎
一
§
＝
♂
擁
σ
q
ざ
竃
良
臥
識
ご
q
㊦
訂
b
自
証
湊
言
σ
奄
♂
・
o
に
O
Q
o
｝
峯
解

　
毒
師
ζ
。
算
⑦
乱
髪
昌
需
要
豊
）
量
§
暮
。
一
げ
Φ
樫
三
馨
⇔
≦
野
珂
’
＜
｛
乞
§
伽
剛
。
器
く
。
乙
髪
じ
G
q
6
。
Φ
曇
匿
髪
毎
σ
q
①
じ
く
・
一
涛
。
巳
宇

　
曾
彦
ぎ
糞
言
農
9
器
一
回
ど
醜
δ
豊
）
簿
蜘
鋳
霞
，
巴
制
曇
魯
養
鶏
岳
繋
属
。
壽
円
蓋
§
。
＝
弩
雲
霧
O
＄
¢
錯
書
二
「
三
」
。
◎
。
。
α
頁
）

　
　
故
に
余
は
、
ヴ
ン
ト
が
呈
露
ぐ
囲
嵩
頁
に
於
て
敷
量
醜
常
恒
の
儂
よ
ウ
意
識
の
本
性
の
　
巳
に
Φ
諺
¢
窪
Φ
δ

　
屋
σ
碍
Φ
貿
毒
σ
⇔
震
の
嘆
声
る
と
云
っ
て
居
る
の
は
、
問
接
酌
、
定
心
的
な
る
ぎ
蒔
遭
毒
σ
q
窪
を
意
味
す
る
竜

　

腰
　
の
と
解
す
る
を
以
て
、
ヴ
ン
ト
の
翼
意
に
接
近
す
る
竜
の
と
愚
考
す
る
の
で
あ
る
。
爾
進
ん
で
氏

1

　
　
　
　
　
心
理
學
と
客
鯉
的
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
一
；
＝
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一
三
二

の
意
を
酌
み
て
云
ふ
な
ら
ば
こ
の
夢
巖
σ
Q
Φ
旨
Φ
⇔
Φ
器
閂
O
】
σ
Q
Φ
箋
じ
σ
q
Φ
鐸
は
實
験
的
條
件
内
に
於
け
る
内
槻

的
事
實
に
の
み
施
し
て
、
初
め
て
意
識
の
本
性
を
朋
に
算
し
得
る
と
考
へ
て
居
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

ヴ
ン
ト
は
国
貯
冨
詳
鏡
戸
く
。
謎
酔
艶
自
σ
Q
の
法
刷
を
第
五
章
六
章
に
於
て
詳
論
し
て
居
る
と
云
っ
て
居

る
が
、
併
し
前
に
詳
説
し
た
如
く
に
．
五
章
六
章
に
使
用
せ
ら
れ
居
る
論
纂
は
殆
ん
ど
全
ぐ
麗
畳
現

象
の
内
観
緑
亀
事
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
合
計
四
百
五
十
一
頁
φ
理
論
文
中
客
観
的
方
法
に
よ
ウ

て
倉
皇
の
客
槻
的
時
問
を
測
定
し
、
乙
の
基
礎
の
上
に
意
識
の
本
性
を
明
に
せ
ん
と
し
走
る
努
力
囁
，

は
、
ほ
ん
の
少
し
し
か
現
は
れ
て
居
な
い
。
殆
ん
ど
無
い
と
云
っ
て
竜
よ
い
位
で
あ
る
。
若
し
ヴ

ン
ト
が
誤
っ
て
か
、
る
方
向
に
走
つ
控
な
ら
は
、
後
年
の
ド
ン
デ
野
ス
叉
は
エ
。
ク
ス
ネ
ル
の
研
究

と
同
一
の
所
に
達
し
從
っ
て
翼
の
心
理
學
的
研
究
に
進
み
得
な
か
つ
だ
で
あ
ら
う
が
、
適
者
心
理

學
者
と
し
て
の
ヴ
ン
ト
の
最
初
の
進
路
は
、
正
路
に
陶
っ
て
居
る
。

　
叉
ヴ
ン
ト
は
已
に
其
の
初
期
に
於
て
心
理
學
的
實
験
の
核
心
を
客
僧
的
特
徴
の
測
定
に
求
あ

ず
し
て
、
再
選
的
條
書
屋
に
於
け
る
内
観
に
認
あ
て
居
る
。
O
富
σ
Q
置
奉
鶏
欝
Φ
。
。
山
鼠
毎
昌
－
雰
ξ
嵩
讐
巴
〒

密
旨
b
㍉
貯
自
白
巳
9
3
欝
じ
三
葉
ω
鵠
ψ
巽
喝
。
降
霜
Φ
9
Φ
｝
δ
国
鋒
雲
霞
蒙
。
♂
同
β
量
一
昌
惹
憎
象
Φ
ω
言
零
鐙
鉱
N
Φ
臼
窪
島
9
貯
9

く
鶏
2
、
口
篇
Φ
導
鎧
昌
釦
無
夢
ぴ
Φ
＝
o
客
≠
帥
ぼ
霞
無
島
Φ
嶺
闇
9
営
。
｝
｝
Φ
口
團
奉
畠
⑦
貯
d
⇔
G
蟄
①
ζ
ω
宕
自
門
お
9
ご
鉱
ご
σ
Q
窪
a
ピ
け
諺
価
麟
む
・
堵
覧
〒

。
君
鎖
．
診
蓄
轟
轟
鯉
貯
鼠
喜
雲
量
蓄
嶺
。
の
2
乙
Φ
吋
最
悪
首
Φ
纂
①
疑
り
嵐
鋒
亀
Φ
び
Φ
警
ぎ
v
三
圏
湯
量
釦
。
鐸
舞



　
言
口
属
き
○
鑓
お
富
二
巴
①
d
旨
答
善
’
δ
§
幽
霊
謂
①
一
9
岡
窪
臼
Φ
嗣
騒
畠
Φ
宣
琶
α
q
窪
勲
目
h
酵
。
δ
F
ハ
「
田
」
匿
留
H
姻
i
〆
鋼
図
頁
）
の

　
を
見
て
も
、
ヴ
ン
ト
が
、
客
観
的
結
果
か
ら
意
識
の
性
質
を
推
定
し
な
か
つ
だ
理
由
を
略
ぼ
了
解
し

　
得
る
と
思
ふ
。

　
　
叉
天
皇
富
者
が
彼
等
の
研
究
の
客
観
的
結
果
か
ら
漸
謎
O
震
。
欝
島
山
図
三
色
口
恥
轟
く
。
謎
け
箋
毒
α
Q
を
推

　
馨
し
た
と
云
は
れ
て
居
る
竜
．
降
れ
は
客
観
的
結
果
か
ら
直
接
に
推
定
せ
ら
れ
た
竜
の
で
は
あ
る

　
ま
い
。
客
槻
的
結
果
に
個
人
差
の
存
．
す
る
こ
と
よ
蚕
暗
示
せ
ら
れ
て
知
ら
ず
く
の
内
に
比
較

　
的
精
密
な
る
内
槻
を
試
み
、
こ
の
墓
礎
の
上
に
二
野
Φ
騨
審
鳴
く
9
馨
2
一
毒
㈹
の
法
則
を
考
案
し
得
る
に

　
撃
つ
π
の
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
推
論
に
用
ひ
ら
れ
π
直
接
の
材
料
は
、
客
槻
的
結
果
に
あ
ら
、
ず
し

　
て
内
槻
的
事
實
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
霞
。
故
に
若
し
天
丈
學
者
が
動
物
若
し
く
ば
子
供
の
如
く
に
、

　
膚
己
の
心
的
現
象
を
内
蒲
…
す
る
の
能
力
が
無
か
つ
カ
な
ら
ば
、
爾
親
念
の
同
時
知
畳
の
時
闘
の
個

　
人
差
を
測
定
し
た
と
す
る
も
、
島
慈
Ω
霧
Φ
蕊
自
霞
崇
重
。
曇
声
霧
く
。
翼
Φ
穿
薦
を
推
定
す
る
に
は
至
ら
な

　
か
っ
π
で
あ
ら
う
。
而
し
て
實
際
叉
こ
の
研
究
の
初
期
の
學
者
は
、
槻
察
の
個
人
差
は
螢
恥
し
て

　
竜
，
其
の
精
憩
的
意
義
は
少
し
竜
考
察
し
な
か
つ
穴
の
で
あ
る
。

　
　
余
は
最
初
ヴ
シ
ト
が
客
概
的
結
果
か
ら
意
識
の
本
性
に
離
す
る
琶
α
蔓
Φ
葭
。
ぼ
霧
Φ
喝
◎
お
鶏
匿
α
Q
曾
が

㈱
出
駕
る
と
い
ふ
主
張
に
越
し
て
非
常
な
る
興
味
を
感
じ
然
ら
ば
如
何
に
し
て
そ
は
可
能
な
る
か
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継
　
の
過
程
を
ヴ
ン
ト
の
論
丈
に
つ
き
て
詳
細
に
研
究
し
、
そ
の
，
結
果
は
寧
ろ
反
訴
の
結
末
に
達
し
π
。

1

　
而
し
て
ヴ
ン
ト
の
表
面
的
主
張
も
破
ら
れ
、
精
憩
の
客
槻
的
時
間
の
測
定
は
、
個
人
心
理
學
に
封
し

　
て
は
軍
に
曙
示
的
意
義
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
ウ
、
眞
の
心
理
學
的
意
義
を
認
め
得
る

　
の
境
に
達
せ
な
か
っ
た
。
こ
は
誠
に
蓮
憾
な
事
で
は
あ
る
が
叉
當
然
の
乙
と
な
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
か
く
の
如
く
ゲ
ン
ト
は
氏
の
邸
Φ
…
陣
猛
σ
q
ψ
・
の
始
あ
に
於
て
精
瀞
の
客
気
的
晴
問
の
測
定
の
結
果

　
よ
5
意
識
の
本
性
の
推
定
が
出
職
る
。
離
れ
が
客
観
的
研
究
の
盗
聴
ぎ
♂
σ
Q
ぎ
ぴ
に
。
。
魯
哩
ご
露
。
ま
Φ
㌣

　
・
・
託
零
簿
で
あ
う
、
之
に
よ
っ
て
、
鼠
落
的
研
究
が
お
受
認
饗
ぎ
δ
σ
Q
ぎ
ご
。
d
露
①
旨
き
げ
諄
σ
q
と
な
ウ
得
る
の

　
で
あ
る
と
論
定
し
な
が
ら
、
眞
の
推
定
は
實
験
的
條
件
内
に
於
け
る
精
密
な
る
内
魏
の
事
實
の
．
上

　
に
試
み
ら
れ
て
居
る
。
從
っ
て
客
観
的
結
果
の
心
理
學
的
意
義
は
乙
の
ビ
㊦
穿
掃
の
に
於
て
は
充

　
分
に
認
む
る
≧
と
が
、
出
家
な
い
の
み
な
ら
ず
、
ヴ
ン
ト
自
身
竜
こ
の
論
文
に
於
て
は
、
精
紳
の
時
間

　
的
測
定
は
唯
、
先
の
八
分
の
一
秒
を
面
出
し
疫
の
み
で
あ
る
。
け
れ
雲
も
ヴ
ン
ト
の
他
の
論
交
叉

　
は
著
書
に
於
て
は
、
か
㌧
る
方
面
の
研
究
の
必
要
を
高
潮
し
、
叉
力
を
極
め
て
後
幅
者
に
其
の
研
究

　
を
熱
心
に
虚
心
涌
心
し
て
居
る
。
然
ら
ば
ヴ
ン
ト
は
此
等
の
論
文
に
於
て
は
、
如
何
な
る
興
味
、
畑
何
な

　
る
動
機
に
基
い
て
精
紳
の
蒔
間
測
定
を
奨
鋤
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
精
紳
の
時
問
測
定
の
ヴ
ン

　
ト
の
他
の
動
機
を
了
解
せ
ん
が
た
あ
、
余
は
暫
く
ヴ
ン
ゼ
の
他
の
著
述
に
つ
き
て
考
察
し
泥
い
。
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